


















ちは、第 2 次世界大戦敗戦後の 1940～1950 






















F に在住する 18 歳以上の女性を調査対象にし
た。2008 （平成 20） 年 1 月 1 日現在で、調査地
T 町 F には 200 世帯の人たちが住んでいた。
　調査方法　調査は、質問紙を使った留置法
で行った。まず、調査票の質問内容について





　4 日間で回収された 164 票の調査票は、無
記入や誤記入など、回答が不備な 8 票を除く
156 票が有効だった（有効回収率 95.12％）。
　調査時期　原調査は、2008 （平成 20） 年 6























に対して、 「1 ＝良くなると思う／2 ＝どちら
かといえば良くなると思う／3 ＝どちらかと
いえば良くなると思わない／4 ＝良くなると





























対して、「1 ＝いる／2 ＝いない／3 ＝よくわ





































































町に住みたいですか」に対して、「1 ＝ T 町か
ら離れずにずっと住みたい／2 ＝ T 町からし
ばらく離れて暮らした後で、戻ってきてずっ
と住みたい／3 ＝ T 町から離れて暮らしなが










順位、③ 同居家族、④ 家の後継者 （あととり）
との同居、⑤ 家の後継者 （あととり） の居住地、
⑥ 就業状態、⑦ 生育地、⑧ 夫の生育地、⑨ 居
住年数、⑩ 居住理由の 10 変数を扱う。
　② 出生順位は、「あなたは、長女ですか」に







／2 ＝子ども／3 ＝孫／4 ＝あなた自身の父









2 ＝母／3 ＝兄弟姉妹／4 ＝父方の祖父／5
＝父方の祖母／6 ＝母方の祖父／7 ＝母方の
祖母／8 ＝兄弟姉妹の配偶者／9 ＝兄弟姉妹
の子ども／10 ＝その他（具体的に    ）」から 1
つ選んでもらった。












に対して、「1 ＝ T 町内の他の地域に住んでい







職／5 ＝その他 （具体的に    ）」から 1 つ選
んでもらった。
　⑦ 生育地は、「あなたが生まれ育ったのはど
こですか」 に対して、 「1 ＝ T 町／2 ＝ T 町以
外の愛知県内／3 ＝愛知県外」から 1 つ選ん
でもらった。⑧ 夫の生育地は、「既婚の方にお
たずねします。 あなたの夫が生まれ育ったの
はどこですか」に対して、 「1 ＝ T 町／2 ＝ T




＝ 10 年以内／2 ＝ 10 年以上 20 年以内／3












／12 ＝その他（具体的に    ）」から 1 つ選ん
でもらった。
　調査地に住む既婚女性（n ＝ 156）の平均
年齢は 63.08 歳（Me ＝ 66.00， Mo ＝ 76.00，












満足していない」 の人たちを人生不満群 （n ＝
39） に分けた。このように、全体の 27.08％
は自身の人生に満足していない。なお、分析
対象 （n ＝ 144） の平均年齢は 63.37 歳（Me






表 1　人生満足感と生育地との関係（n ＝ 144）
（人・％）　
Ｔ町 Ｔ町以外の愛知県内 愛知県外
人生不満群（n ＝ 39) 22（56.4） 14（35.9）  3（7.7）
人生満足群（n ＝ 105） 51（48.6） 44（41.9） 10（9.5）




り、夫の生育地 （表 2） との関係には有意差は
あらわれなかった。本人、配偶者共に、調査






















表 2　人生満足感と夫の生育地との関係（n ＝ 144）
（人・％）　
Ｔ町 Ｔ町以外の愛知県内 愛知県外
人生不満群（n ＝ 39) 31（79.5）  6（15.4）  2（5.1）
人生満足群（n ＝ 105） 85（81.0） 10（ 9.5） 10（9.5）
　　χ2 ＝ 1.546， df ＝ 2， p ＝ .462， ns
表 3　人生満足感と居住年数との関係（n ＝ 144）
（人・％）　
10 年以内 10 年以上 20 年以内 20 年以上
人生不満群（n ＝ 39) 3（7.7）  3（ 7.7） 33（84.6）
人生満足群（n ＝ 105） 7（6.7） 17（16.2） 81（77.1）
　　χ2 ＝ 1.722， df ＝ 2， p ＝ .423， ns
表 4　人生満足感と家の後継者（あととり）の同居との関係（n ＝ 144）
（人・％）　
同居している 同居していない
人生不満群（n ＝ 39) 10（25.6） 29（74.4）
人生満足群（n ＝ 105） 37（35.2） 68（64.8）
　　χ2 ＝1.191， df ＝1， p ＝.275， ns
表 5　人生満足感と同居家族（n ＝ 144）
（人・％）　







（n ＝ 39) 28（71.8）15（38.5） 5（12.8） 2（5.1） 3（7.7）  2（ 5.1） 7（17.9） 0（0.0） 0（0.0）  8（20.5）
人生満足群



















































表 6　居住理由（n ＝ 144）
（人・％）　
　　　 人生満足群 人生不満群





その他  9（ 8.6） 6（15.4）
夫が仕事を続けるため  6（ 5.7） 0（ 0.0）
夫の親が住んでいるため  4（ 3.8） 1（ 2.6）
自分自身の親が住んでいるため  3（ 2.9） 1（ 2.6）
所有する田畑や山があるため  3（ 2.9） 1（ 2.6）
墓があるため  1（ 1.0） 3（ 7.7）
自分自身が仕事を続けるため  1（ 1.0） 0（ 0.0）




表 7　人生満足群と人生不満群との差異（n ＝ 144）
　　　 人生満足群（n ＝ 105） 人生不満群（n ＝ 39）
M SD M SD
生活環境の評価 1.99 1.02 1.67 .93
生活環境の将来性 1.38 .73 .97 .49***
老後の不安 2.91 1.23 3.44 .88**
過疎対策の評価 1.29 .81 .90 .60**
食べ物の分け合い 3.21 .94 3.13 1.13
隣近所とのつき合い 2.80 .79 2.74 .97
地域外への外出 3.26 .64 2.79 .80***
地元への好悪 2.91 1.25 1.82 1.49***
都会に住みたい願望 1.48 .96 1.72 1.15
地域活動の苦役感 2.07 1.05 2.69 1.28**
自己犠牲感 1.80 1.35 1.21 1.20*
自己抑制感 2.03 1.33 1.51 1.41*
義理やしきたりの必要性 2.62 1.16 2.00 1.49*
老親を世話する子の責任 2.31 1.27 2.08 1.48
伝統や習慣を守る責任 2.78 1.12 2.03 1.48**
定住願望 3.69 .76 3.13 1.22**
年齢 62.54 14.79 65.59 13.61
出生順位 1.50 .50 1.62 .49
同居家族数 3.13 1.53 2.92 1.38




































表 8　人生満足感との相関関係（n ＝ 144）
　*p ＜ .05　**p ＜ .01　***p ＜ .001
　　　 M SD 1 2 3 4 5 6
 1．人生満足感 2.84 .90 ―
 2．生活環境の評価 1.90 1.01 .184 * ―
 3．生活環境の将来性 1.27 .69 .205 * .199 * ―
 4．老後の不安 3.06 1.16 –.199 * –.145 –.158 ―
 5．過疎対策の評価 1.18 .77 .133 –.022 .300 *** –.144 ―
 6．食べ物の分け合い 3.19 .99 .034 .152 .160 –.046 –.026 ―
 7．隣近所とのつき合い 2.78 .84 .075 .274 ** .174 * –.095 .050 .193 *
 8．地域外への外出 3.13 .71 .263 ** .018 .069 –.144 –.069 .123
 9．地元への好悪 2.62 1.40 .402 *** .197 .108 –.013 .077 .239 **
10．都会に住みたい願望 1.54 1.02 –.134 –.092 –.071 –.008 –.108 –.095
11．地域活動の苦役感 2.24 1.15 –.310 *** –.089 .007 .069 –.080 –.089
12．自己犠牲感 1.64 1.33 .232 ** .188 * .198 –.068 .050 .105
13．自己抑制感 1.89 1.37 .213 * .246 ** .017 –.058 –.001 .057
14．義理やしきたりの必要性 2.45 1.28 .190 * .007 .074 .124 .072 –.051
15．老親を世話する子の責任 2.25 1.33 –.001 –.071 .070 –.099 .146 –.185
16．伝統や習慣を守る責任 2.58 1.27 .174 * .044 .244 ** .092 .115 .148
17．定住願望 3.53 .94 .268 ** .337 *** .163 –.040 .049 .087
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7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
―
.118 ―
.168 * .100 ―
–.125 –.003 –.129 ―
–.056 .013 –.083 .184 * ―
.206 * .102 .185 * .016 –.104 ―
.150 .080 .346 *** .064 –.068 .388 *** ―
.006 .118 .217 ** .052 –.073 .342 *** .160 ―
–.052 –.006 –.020 –.080 .025 .059 –.019 .077 ―
.138 –.031 .224 ** .033 –.080 .274 ** .235 ** .355 *** .126 ―
.085 –.023 .348 *** –.467 *** –.209 * .072 .106 ** –.074 .111 –.055 ―

